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アラブ首長国連邦の概要①

3© 

1. 国家名称 
アラブ首長国連邦（United Arab Emirates, UAE) 

2. 面積 
83,600平方キロメートル（日本の1/4. 北海道程度） 

3. 人口 
1,142万人（2021年推定-IMF, World Economic Outlook） 

4. 通貨 
ディルハム（1US$＝3.6725AEDのペッグ制を採用） 

5. 首都 
アブダビ 

6. 民族 
アラブ人および多国籍の移住者 

7. 言語 
アラビア語および英語 

8. 宗教 
イスラム教

国旗

国章



アラブ首長国連邦の概要②
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1. 政治 
７つの首長国による連邦制 

2. 国家元首 
大統領：ムハンマド・ビン・ザーイド・アール・ナヒヤーン殿下（アブダビ首長） 

3. 議会制度 
連邦国民評議会（40名、任期4年） 
半数は選挙により選出され、残りの半数は各首長の勅選により任命される 

4. 政府 
首相：ムハンマド・ビン・ラーシド・アール・マクトゥーム殿下（副大統領、ドバイ首長）
写真下 
外相：アブダッラー・ビン・ザーイド・アール・ナヒヤーン殿下 

5. GDP 
4,015億USドル（2021年推定-IMF, World Economic Outlook） 

6. 消費者物価上昇率 
2.9% (2021年-IMF, World Economic Outlook) 

7. 対日貿易額 
輸出 1兆7,506億円　　　輸入 5,933億円（2020年-財務省貿易統計） 

8. 在留邦人数 
4,358人（2020年10月1日現在、外務省海外在留邦人数調査統計）

ナヒヤーン殿下（大統領、アブダビ首長）

マクトゥーム殿下（副大統領、ドバイ首長）



ドバイの歴史①
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ミノア文明初期（紀元前3000年～5世紀）

ドバイのルーツは、遥か昔のミノア文明初期へと遡ります。現在ドバイが位置する場所は、かつては広大なマングロー
ブの湿地でありました。紀元前3000年までにこの湿地は干上がり、居住が可能な土地となりました。青銅器時代の狩猟
を営む遊牧民が初めてこの地域に定住し、紀元前2500年までに彼らは立派なナツメヤシ農園を定着させていきました
が、これがこの場所を農業向けにうまく活用してた初めての例として考えられています。穏やかな農耕時代が数世紀続
き、５世紀の時代にはオマーンと現在のイラクを繋ぐ貿易ルートに沿ったキャラバンたちの停留所となりました。それ
が今日美しいビーチサイドレストランが立ち並ぶ、ジュメイラ（Jumeirah）地区です。

バニヤス族（1000年代～1700年代）

ドバイについての最古の言及は、1095年にアンダルシア系アラブ人地理学者のアブ・アブドゥラ・アル・バクリが地理書に記録されています。また、1580年にはベ
ネチアの真珠商人ガスペロ・バルビの日記のような手記に、真珠貿易でこの地を訪れた際の記録がありました。当時、この地の住民たちは漁業、真珠採り、造船に
大きく依存しており、また金、香辛料そして織物を販売するために、この道を通過する商人に宿泊施設や食物を提供して生計を営んでいました。現在、これらはご
自宅へ持ち帰る最高のお土産としてスークで購入いただけます。UAEにおける歴史の上での次の節目は、バニヤス族が政治的権力を獲得してアブダビに定住し、ド
バイが属領となった1793年です。


城郭都市（1800年～1832年）

1800年初頭、ドバイは城郭都市であったと記録が残っています。ドバイが属国となった時期と同時期に、現在のドバイ博物館（Dubai Museum）の敷地として活用
されているアル・ファヒディ要塞（Al Fahidi Fort）が建築されました。バール・ドバイ（Bur Dubai）側の壁は、アル・ファヒディ歴史地区（Al Fahidi Historical 
Neighbourhood）から始まりオールドスークまで続いています。 デイラ（Deira）側のアル・ラス（Al Ras）地区には壁が巡らされていました。1820年になると、
英国が現地の支配者と海上停戦交渉を行いました。これは貿易ルートが開かれ、事業が盛んになることを意味します。これにより、世界中の国々との一貫した交流
が始まり、ドバイは重要な活動の中心となりました。 　

https://www.visitdubai.com/ja/articles/things-you-didnt-know-about-dubai
https://www.visitdubai.com/ja/articles/beach-restaurants-in-dubai
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/pearl-museum
https://www.visitdubai.com/ja/articles/gold-shopping-guide-in-dubai
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/the-spice-souk
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/the-textile-souk
https://www.visitdubai.com/ja/articles/take-home-these-unique-dubai-souvenirs
https://www.visitdubai.com/ja/articles/ultimate-guide-to-dubai-souks
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/dubai-museum
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/al-fahidi-souk
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/al-fahidi-souk


ドバイの歴史②
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アル・マクトゥム王朝（1833年～1893年）

ドバイの歴史上の節目となる年、1833年にバニヤス族のマクトゥム・ビン・ブッティがドバイクリークの河口のシンダガ半島にわずか800人を率いて定住し、アブ
ダビからの独立を宣言しました。その後、ドバイは漁村の村となりました。近年ドバイは大きな変化を遂げていますが、アル・マクトゥム王朝はなおドバイを支配
しています。ドバイ・クリーク（Dubai Creek）のほとりを散歩すると、この街の過去に触れることができるでしょう。ドバイ首長国の遺産を繋ぎとめるこの場所
は、アブラ船やボートが歴史深い水路沿いを行き来する活気溢れる拠点となっています。


外国人の受け入れ（1894年～1966年）

アル・マクトゥムの主導のもと、ドバイは発展を始めました。1894年、外国人労働者の免税を認める新しい規制により、外国人労働者の数が大幅に増加したた
め、この地域での貿易はさらに発展しました。インド人やパキスタン人の貿易商人が優れたビジネス環境を利用するために、ドバイへ押しかけたのです。この時
期はドバイの歴史上、かなりの成功を収めた時期でしたが、未だに漁業、貿易そして真珠取りに完全に依存していました。そして1950年代に日本で人工真珠が発
明されるとこの地域の経済の脆弱性が露呈しました。しかし、景気の低迷は長くは続きませんでした。1966年、ドバイの全てが変わりました。石油を掘り当てた
のです。 

現在に至るドバイの急成長（1966年～現在）

この石油の発見により、故シェイク・ラシッド・ビン・サイード・アル・マクトゥムはドバイの開発を始
めました。ドバイはドバイ・クリーク近くの小さな集落から近代的な港、街そして商業のハブへと街を変
え始めました。ラシッド港（Rashid Port）、ジャベル・アリ港（Jebel Ali Port）、ドバイ・ドライドック
ス（Dubui Drydocks）、ドバイ・クリークの拡張、そしてドバイ世界貿易センター（Dubai World Trade 
Center）はその当時に完成した主要プロジェクトの一部です。リーダーシップとビジョンにより、UAEは
意欲的な建築物や社会的プロジェクトを推し進めることができました。わずか半世紀の間にドバイは急激
に成長し、ドバイの象徴的な存在であるブルジュ・アル・アラブ（Burj Al Arab）や ブルジュ・ハリファ
（Burj Khalifa）などの近代の奇跡とも言われる建築物を築き上げました。

絶え間ない拡張、革新の探求、機会の創出する街の取り組みの一環として、ドバイは旅行者や企業も同様
に引き付ける画期的なプロジェクトを継続して企画しています。

https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/al-shindagha-museum
https://www.visitdubai.com/ja/articles/dubai-cultural-walking-tour
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/abra-creek-crossing
https://www.visitdubai.com/ja/articles/tax-free-shopping-in-dubai
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/burj-al-arab
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/burj-khalifa
https://www.visitdubai.com/ja/places-to-visit/burj-khalifa


ドバイの歴史③
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1971 
アブダビ、ドバイ、シャルジャ、アジュマーン、ウム・アル・カイ、フジャイラの各首長国で構成され
る休戦諸国がアラブ首長国連邦を結成し、アラブ連盟に加盟する。その1年後にラス・アル・ハイマ 
が加盟しました。ドバイ国際空港が開港する。 

1979 
ジュベル・アリ港とドバイ・ワールド・トレード・センターの2大拠点がオープンする。ドバイ初の高
層ビルとして、一連の他の建築プロジェクトへの道を開く。 

1985 
エミレーツ航空が就航を開始する。ジュベル・アリ・フリーゾーンが稼動し、多額の海外投資を集め
るようになる。 

1996 
ドバイ・ワールドカップ競馬が初めて開催される。ドバイ・ショッピング・フェスティバルが始まる。

1999 
ブルジュ・アル・アラブがオープンし、世界唯一の7つ星ホテルの認定を受ける。 

2002 
シェイク・モハメッド殿下がインターネット・シティとメディア・シティの2エリアを立ち上げ、指定エリア内の外国人の
不動産私有権を認める。 

2003 
世界で最も高いタワー「ブルジュ・ハリファ」や300の人工島「ザ・ワールド」などの大規模なプロジェクトが着工する。



ドバイの歴史④
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2009 
航空・道路交通の増加に対応するため、エミレーツ・ターミナル3がオープンし、ドバイ・メトロが開業
する。 

2010 
ブルジュ・ハリファが高さ830メートルで世界一の高い建造物になる。 

2013 
ドバイとアラブ首長国連邦が2020年万国博覧会の開催権を落札する。 

2016 
シェイク・モハメッド殿下がドバイ・クリークから市街地を抜けてペルシア湾に通じるドバイ運河をオー
プンする。 

2018 
ドバイの旧市街と摩天楼が立ち並ぶ新市街のパノラマビューを眺めることができる高さ150メートルの
ドバイ・フレームがザビール・パークにオープンする。 

2021 
当初の予定より１年延期し、ドバイEXPO 2020が開催される。 

2022 
当時UAE大統領で、アブダビ首長である、ハリーファ・ビン・ザーイド・アール・ナヒヤーン殿下が亡く
なり、異母弟であるムハンマド・ビン・ザーイド・アール・ナヒヤーン皇太子が大統領に選出された。



ドバイの政府機関①
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ドバイの政府機関②
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UAEのフリーゾーン①
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UAEのフリーゾーン②
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UAEのフリーゾーン③
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UAEのフリーゾーン④

14© 




